
環境局都民の声窓口に寄せられた都民の声（令和７年８月分） 

◆ 対応事例 

 

対応事例１ 

 

件

名 
迷いカラスについて 

概

要 

上野駅近くの警察署より連絡あり。上野駅構内３Fにカラスが入ってし

まったのでどうしたら良いかと問い合わせを受けている。 

警察で捕獲する権限はあるか。 

対

応 

捕獲するのは難しく、警察にその権限があるかもこちらでは分かりかね

ます。 

鳥は明るいところへ向かう性質があるので、可能であれば室内を暗くし

て、窓から鳥が出ていくよう対応してください。 

  

 

対応事例２ 

 

件

名 
産業廃棄物の収集運搬における再委託の可否について 

概

要 

自社の車両不足のため、委託された産業廃棄物の運搬が困難になりそう

だ。自社のグループ会社に再委託して運搬させたいが、廃棄物処理法に抵

触しないか？ 

対

応 

産業廃棄物の再委託は、廃棄物処理法により原則禁止です。 

ただし、収集運搬車両の故障や処理施設の突発的な停止など、緊急かつ

やむを得ない場合に、例外的に認められることもあります。 

しかし、今回のように事前に予測可能な車両不足への対応として再委託

を行うことは、『緊急かつやむを得ない場合』には該当しません。 

 まだ時間に余裕があるとのことですので、御社内や排出事業者との協議

を通じて、今後の対応について柔軟にご検討いただくのも一案かと思いま

す。 

 


